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会
員
の
皆
様
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
の
初
吟
会
に

当
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
碩
心
会
創
立
80
周
年
大
会
を
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
と
成
功
さ
せ
る
熱
意
で
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

記
念
大
会
が
過
ぎ
る
と
今
ま
で
の
経
験
で
は
会
員
の

減
少
が
見
受
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
〝
２
０
０
名
以
上
に
戻
そ
う
〟
の
目
標
を
掲

げ
て
ま
い
り
、
会
員
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
２
０
０
名

に
は
少
し
足
り
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
ほ
ぼ
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、「
会
員
増
強
」、

「
吟
技
の
向
上
」、「
会
員
相
互
の
融
和
」
を
目
標
に
精

進
す
る
と
共
に
「
詩
吟
を
楽
し
む
心
」
を
育
み
、
健
康

第
一
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

会
員
の
増
強
は
元
よ
り
現
会
員
の
減
少
を
防
ぐ
に
は

健
康
で
長
生
き
を
し
て
い
た
だ
く
事
で
す
。

　

昨
年
あ
る
と
こ
ろ
で
こ
ん
な
話
を
仕
入
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
元
気
で
長
生
き
秘
訣「
一
、十
、百
、千
、万
」

の
話
で
す
。

　

ご
存
知
の
方
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
「
一
」
は

一
日
の
中
で
一
回
以
上
大
口
を
開
け
て
笑
う
こ
と
で

す
。「
十
」
は
一
日
に
外
に
出
て
十
人
以
上
の
方
と
お

話
を
し
な
さ
い
。「
百
」
は
、
こ
こ
が
肝
心
で
一
日
の

中
で
百
回
以
上
腹
式
の
呼
吸
を
し
な
さ
い
と
あ
り
ま
し

た
。」
ま
さ
に
詩
吟
の
練
習
を
す
る
だ
け
で
達
成
さ
れ

ま
す
。

　
「
千
」
は
千
字
以
上
の
文
字
を
読
み
な
さ
い
。
こ
れ

は
新
聞
を
読
め
ば
達
成
は
可
能
で
し
ょ
う
。
中
国
の
古

文
に
「
千
字
文
」
と
い
う
書
物
が
ご
ざ
い
ま
す
。「
天

地
玄
黄
宇
宙
洪
荒
」
で
は
じ
ま
る
千
文
字
で
中
国
の
初

級
の
書
道
書
で
あ
り
、
千
字
文
に
つ
な
が
る
話
で
懐
か

し
く
思
い
ま
し
た
。

　
「
万
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
一
日
万
歩
で
す
が
、
こ

れ
は
一
万
歩
は
歩
き
過
ぎ
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
と
に
か
く
一
日
中
家
の
中
で
過
ご
さ
ず
に
外
へ
出

て
楽
し
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
一
、十
、百
、千
、万
」
の
話
は
詩
吟
と
は
関
係
な
い

と
こ
ろ
で
拾
っ
た
話
で
す
が
、
我
々
詩
吟
を
趣
味
に
し

て
楽
し
ん
で
い
る
者
か
ら
見
て
も
我
が
意
を
得
た
り
と

早
速
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
て
い
つ
も
持
ち
歩
い
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
が
元
気
で
長
生
き
す
る
こ
と
で
会
員

の
減
少
を
防
ぐ
よ
う
に
切
に
お
願
い
し
て
私
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。行

事
予
定

第
１
回
全
国
特
別
維
持
会
員
吟
道
大
会

　

日
時　

３
月
11
日
（
日
）　
開
会
10
時

　

場
所　

日
経
ホ
ー
ル

春
季
審
査
会

　

日
時　

３
月
24
日
（
土
）

 

午
前
の
部 

開
会
９
時
45
分

 

午
後
の
部 

開
会
13
時
30
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

平
成
29
年
度
俳
諧
歌
講
習
会

　

日
時　

３
月
28
日
（
水
）
開
会
13
時

　
　
　
　

３
月
29
日
（
木
）
開
会
12
時
（
予
定
）

　

場
所　

木
村
岳
風
記
念
館

神
静
地
区
吟
詠
大
会

　

日
時　

４
月
22
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

小
田
原
市
民
会
館

碩
心
会　
総 

会

　

日
時　

５
月
22
日
（
火
）

　

場
所　

未
定

神
静
地
区
師
範
吟
詠
大
会

　

日
時　

５
月
25
日
（
金
）
開
会
10
時

　

場
所　

小
田
原
市
民
会
館

第
27
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会
青
少
年
吟
詠
大
会

　

日
時　

６
月
10
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

藤
沢
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
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碩心 （せきしん）（ No. ４42）

平成 30 年  初 吟 会
平成 30 年１月 20 日（土）
於 葉 山 町 福 祉 文 化 会 館

平成 30 年「碩心会初吟会」　収支決算書
科 　 目 決算額（円） 摘　　　要

収
入
の
部

前 期 繰 越 金 37,846
参 加 費 428,000 142 名 ×3,000 円＋ 2,000 円（２名式典のみ）
お 祝 金 2,000 新総伝者２名
来 賓 参 加 費 12,000 来賓者４名
合 計 479,846

支
出
の
部

式 典・ 新 年 会 37,200 ホール・大会議室使用料、設備使用料
飲 食 代 353,681 懐石弁当、味噌汁、ビールその他
傷 害 保 険 5,600 東京海上日動火災保険
事務・通信費 9,544 コピー、Fax、電話代金、文具
会 議 費 8,544 打ち合わせ・その他
運 搬 費 7,000 新年会用荷物運搬、その他
交 通 費 12,220 弁当飲み物等発注、係打ち合わせ会、その他
接 待 費 18,500 来賓ご招待、役員反省会
予 備 費 5,000 新年会ランチマット
小 計 457,289
次 期 繰 越 22,557
合 計 479,846

（
平
成
30
年
１
月
１
日
付
）

皆
伝
（
２
名
）

　

88
今
井
重
岳　
　

89
大
塚
翔
岳　

九
段
（
２
名
）

　

77
由
谷
悦
岳　
　

78
島　

光
岳　

総
伝
（
２
名
）

　

56
森
合
岳
景　
　

57
山
田
岳
遼

昇
伝
段
位
認
許

真澄支部・祭り

相洋支部・白浪八人男

悠々支部・群舞

国際村支部・支那の夜

来賓の先生方

真名瀬支部・ボケない小唄
お座敷子唄（替え歌）

合吟・一色支部合吟・紫陽花支部

新年会参加人数 146 名
当番支部　滝の坂・国際村



ー 3 ー

碩心 （せきしん）（ No. ４42）
　

碩
心
会
80
周
年
の
昨
年
、
数
々
の
記
念
行
事
の
掉
尾

を
飾
る
に
相
応
し
い
大
会
と
し
て
11
月
26
日
（
土
）
葉

山
福
祉
文
化
会
館
で
盛
大
且
つ
和
や
か
に
開
催
で
き

た
。

　

当
大
会
は
か
っ
て
の
温
習
会
か
ら
10
年
前
に
名
称
変

更
し
会
員
の
み
な
ら
ず
知
人
・
友
人
・
家
人
を
加
え
た

広
く
楽
し
く
集
う
会
へ
と
順
調
に
変
遷
発
展
し
て
き

た
。

◇
主
題
の
「
花
鳥
風
月
」
の
選
定

全
教
本
掲
載
詩
文
の
約
７
割
を
占
め
る
こ
の
四
文
字
熟

語
は
、
詩
吟
詩
舞
の
風
流
や
雅
（
み
や
び
）
を
表
現
す

る
に
最
も
適
し
て
い
る
。
今
回
は
「
花
鳥
」
と
「
風
月
」

の
２
群
に
全
詩
文
（
漢
詩
・
和
歌
・
俳
諧
）
を
峻
別
し
、

各
支
部
毎
に
割
り
振
っ
た
。
出
吟
順
も
こ
の
２
群
に
集

約
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
し
た
。

◇
詩
文
の
選
択
と
吟
詠
時
間
の
平
等
化

全
会
員
が
皆
独
吟
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
時
間
不
足
で

悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。
せ
め
て
吟
題
の
自
由
選
択
で

も
と
、
支
部
単
位
の
会
員
数
比
例
の
吟
詠
時
間
と
そ
れ

に
対
応
す
る
２
～
３
倍
の
詩
文
群
を
公
平
に
配
分
す
る

作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
幸
い
各
支
部
責
任
者
に
こ
の
主

旨
が
理
解
さ
れ
、
会
員
の
吟
歴
や
吟
力
に
応
じ
た
構
成

で
期
待
ど
お
り
の
吟
詠
大
会
と
な
っ
た
。

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
「
フ
ラ
メ
ン
カ
ダ
ン
ス
」

恒
例
の
昼
食
後
の
出
し
物
に
、
初
め
て
西
洋
型
の
踊
り

を
試
み
た
。
春
の
80
周
年
大
会
の
「
阿
波
踊
り
」
を

真
似
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
の
踊
り
の

  「
吟
詠
と
詩
舞
の
集
い
」
を
顧
み
る　

　

 　
　
　
　
　
　
　

  

担
当　

葉
山
地
区
委
員
一
同

　
相
州
岳
風
連
合
大
会
に
参
加
し
て　

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

滝
の
坂
支
部　

市
川 

岳
穂

平成 29 年「吟詠と詩舞の集い」　会計報告
科 　 目 決算額（円） 摘　　　要

収
入
の
部

吟 詠 と 詩 舞 の 集 い 60,000 本会計より受け入れ
出 吟 料 173,000 1,000×173 名
懇 親 会 参 加 費 127,000 1,000×127 名
合 計 360,000

支
出
の
部

ホ ー ル 使 用 料 10,075 （減免）ホール 9,650 ＋練習室 425
大 会 議 室 使 用 料 12,040 使用料 10,300 ＋延長料 1,740
設 備 使 用 料 21,725 （減免）設備費 15,725 ＋暖房費 6,000
プ ロ グ ラ ム 作 成 費 27,415 300 部（用紙、印刷代等含む）
傷 害 保 険 料 7,640 40 円 ×191 名
弁 当 代 134,846 706 円 ×191 名
懇 親 会 飲 食 費 111,972 飲物、おつまみ・紙皿等
会 議 費 4,212 説明会、役員会議費
ポ ス タ ー 制 作 費 2,398 用紙、印刷代を含む
謝 礼 費 10,000 アトラクション謝礼
雑 費 9,012 事務用品・コピー代等
返 金 2,400 700 円 × ２名、1,000 円 × １名
予 備 費 6,265 本会計へ返戻
合 計 360,000

テ
ン
ポ
の
早
い
動
き
は
そ
の
衣
装
と
相
ま
っ
て
、
詩
吟

詩
舞
の
優
雅
な
動
き
と
対
極
を
な
す
も
の
で
、
狙
い
通

り
全
観
客
の
喝
采
を
浴
び
た
。
尚
「
フ
ラ
メ
ン
カ
と
は

フ
ラ
メ
ン
コ
を
踊
る
女
の
子
」
の
別
称
と
い
う
。

　

平
成
29
年
11
月
24
日
、
第
９
回
相
州
岳
風
吟
詠

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ル
ー
ル
重
視
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ス
タ
ー

ト
、〝
開
会
の
辞
〟
が
終
わ
る
と
す
ぐ
コ
ン
ク
ー
ル

に
入
り
、
独
吟
六
段
以
下
16
人
、
独
吟
奥
伝
以
下

18
人
、　

続
い
て
連
吟
12
題
、
合
計
46
題
の
出
場
で

し
た
。
四
つ
の
会
が
一
つ
の
輪
に
ま
と
ま
り
相
州

岳
風
連
合
の
名
の
も
と
、
相
互
の
親
睦
、
交
流
を

通
じ
競
い
合
い
切
磋
琢
磨
の
過
程
で
吟
力
の
向
上

を
図
る
目
的
で
し
た
。

　

我
が
碩
心
会
か
ら
は
10
組
が
参
加
。
個
々
に
吟

じ
終
わ
っ
た
時
の
客
席
は
〝
い
い
ね
、
行
け
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
〟
と
の
感
想
で
し
た
が
進
行
が
進
む

に
つ
れ
他
会
の
優
秀
吟
者
の
波
は
次
々
と
押
し
寄

せ
て
、
技
術
の
奥
義
を
痛
感
し
ま
し
た
。
最
優
秀

吟
者
で
な
く
と
も
、
碩
心
会
所
属
の
方
々
が
優
秀

吟
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
姿
に
は
会
場
か
ら
も
喜

び
と
感
慨
の
拍
手
が
沢
山
い
た
だ
け
た
と
確
信
い

た
し
ま
し
た
。

　

我
が
滝
の
坂
教
場
は
13
名
が
出
席
し
、
毎
回
２

時
間
半
の
時
間
内
で
大
会
に
出
席
す
る
方
々
の
練

習
が
、
上
村
先
生
の
ご
指
導
の
下
に
緊
張
感
の
中

で
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
吟
力
は
教
場
の
中
だ
け

の
練
習
の
枠
か
ら
飛
び
出
し
て
、
独
吟
発
表
や
他

会
主
催
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
の
成
功
と
挫
折
、
緊
張

と
ゆ
と
り
の
交
錯
を
経
験
し
な
が
ら
次
の
ス
テ
ー

ジ
へ
と
進
む
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
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　30 年２月現在　会員数
 逗子地区 １０９名
 葉山地区 ８２名
 合　　計 １９１名

　

梅
一
輪　

一
輪
ほ
ど
の　

暖
か
さ　
　

服
部
嵐
雪

　

さ
ま
ざ
ま
な
花
に
先
駆
け
て
咲
く
梅
は
、
古
来
か

ら
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
寒
さ
の

中
で
も
清
ら
か
な
花
を
咲
か
せ
、
凛
と
し
た
香
り
を

編

集

後

記

漂
わ
せ
、
季
節
が
和
ら
い
で
い
く

の
が
感
じ
ら
れ
、
心
も
温
か
に
な

り
ま
す
。

　

今
年
も
広
報
部
一
同
「
碩
心
」、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、
共
に
皆
様
に

喜
ん
で
頂
け
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。　

広
報
部

碩心 （せきしん）（ No. ４42）

　
滝
の
坂
支
部
　
小
泉 

岳
貴　

　

こ
の
度
は
、
総
伝
に
推
挙
し

て
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
人
生
の
四
半
期
が
過
ぎ
、

　

創
立
55
周
年
記
念
大
会
が
11
月
11
日
、
逗
子
文
化
プ

ラ
ザ
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

会
員
吟
詠
、
協
賛
合
吟
、
立
体
吟
、
構
成
吟
等
あ
り
、

式
典
に
は
逗
子
市
長
、
文
化
協
会
会
長
も
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
一
生
懸
命
練
習
さ
れ
た
吟
は
迫
力
が
あ
り
、
舞

も
日
頃
の
稽
古
ぶ
り
が
伺
わ
れ
、
華
麗
で
会
場
内
を
一

際
和
ま
せ
ま
し
た
。
少
年
少
女
吟
詠
の
新
鮮
さ
、
真
剣

な
吟
詠
に
感
動
し
、
心
か
ら
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

書
華
道
吟
で
は
、さ
さ
や
か
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

数
年
前
に
書
の
文
字
が
達
筆
の
為
、
会
場
内
か
ら
説
明

を
求
め
ら
れ
、今
は
亡
き
松
井
岳
篁
先
生
が
説
明
さ
れ
、

   
逗
子
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
発
表
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
澄
支
部　

浅
野 

健
岳

　
悠
吟
支
部
　
渡
邉 

岳
香

　

先
生
か
ら
総
伝
を
頂
け
る
話

が
あ
り
ビ
ッ
ク
リ
！

有
難
い
気
持
ち
と
共
に
25
年
間

会　員　の　う　ご　き
＊入会（6 月 1 日付）
　207 岩

いわもと

本 清
き よ し

司（相洋）逗子市池子　紹介者 加藤 岳洵
＊入会（12 月１日付）
　209 明

あけがわ

河 正
しょういち

一（松和）茅ヶ崎市東海岸南　紹介者 吉田 祐泉
＊入会（１月１日付）
　210 吉

よ し み

見 春
は る

流（真名瀬）葉山町一色　紹介者 吉見 恵里
　211 大

おおうち

内 清
き よ み

美（紫陽花）葉山町堀内　紹介者 遠藤 千泉
＊入会（２月１日付）
　212 清

し み ず

水 純
じゅんこ

子（真澄）逗子市新宿　紹介者 荒井 洋子
＊退会者
　59 浅野 健岳（真澄）　69 有馬 昌岳（相洋）
　120 山中 侑山（真澄）　149 金子 笑泉（幸和）
　175 鈴木 宏（やよい）逝去　

　
悠
吟
支
部
　
中
村 

岳
紫　

　

神
奈
川
学
風
連
合
会
、
相
州

岳
風
連
合
、
三
島
の
全
国
大
会

な
ど
で
、
合
吟
や
群
舞
に
出
場

   

平
成
29
年
新
総
伝
者

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
有
難
い
思
い
出
で
す
。

先
生
方
、
諸
先
輩
、
温
か
い
雰
囲
気
の
教
室
の
吟
友
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

の
色
々
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
柳
先
生
か

ら
千
葉
先
生
に
変
わ
っ
た
時
の
こ
と
、
家
が
全
焼
し
た

時
、
千
葉
先
生
や
教
室
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
詩
吟

を
続
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
…

　

体
に
気
を
付
け
少
し
で
も
長
く
皆
様
と
吟
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

創
立
80
周
年
と
い
う
記
念
の
年
に
総
伝
を
頂
き
幸
せ

で
す
。
見
学
の
つ
も
り
が
入
会
し
、
四
半
世
紀
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
独
吟
は
今
だ
に
苦
手
で
す
。

碩
心
会
に
移
籍
し
、
良
き
師
、
先
生
方
、
会
員
の
皆
様

に
恵
ま
れ
無
我
夢
中
で
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
厳

し
い
練
習
、
稽
古
を
重
ね
な
が
ら
詩
吟
を
や
っ
て
い
れ

ば
こ
そ
、
楽
し
さ
や
感
動
を
皆
様
と
共
に
味
わ
い
そ
の

輪
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
総
伝
の
名
に

恥
じ
ぬ
よ
う
自
己
研
鑽
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
の
提
案
で

以
後
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
原
文

を
載
せ
て
頂

く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
会
は
役

員
の
方
々
の

努
力
に
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に

進
行
し
、
順

調
に
閉
会
を

迎
え
、
全
員

で
「
故
郷
」

を
合
唱
し
散

会
し
ま
し
た
。


